
令和４年度 坂町議会 議会評価 
評 価 期 間  令和４年４月１日 ～ 令和５年３月３１日

評 価 日  令和５年３月３１日 

評 価 の 分 類 価 ◎：「よくできた」 ○：「できた」 △：「努力が必要」 ×：「ほとんどできなかった」

主要評価項目 評価 評価理由 課 題 

１．議会運営委員会 

・円滑な議会運営 

・議会改革の推進 

・適正な請願および陳情の処理 

○ 

 毎回、定例会後に反省会を行
い、議会運営について話し合
い、より良い議会となるよう積
極的に取り組んだ。 

 コロナ禍のため、他
市町への議会改革推進
の視察を行うことがで
きなかった。 

２．常任委員会（総務厚生） 

・所管に関する町政の主な動きや課題につ

いて調査を行う 
○ 

所管に関する問題課題につ
いては、適正に調査質問ができ
た。 

災害復旧工事・コロ
ナ禍と課題が山積した
が今後も臆することな
く取り組みたい。 

３．常任委員会（産業文教） 

・所管に関する町政の主な動きや課題につ

いて調査を行う 
○ 

「消費者行政について」、「町内
循環バスの状況について」「坂
町公共施設予約システムの導
入について」委員全体で理解を
深め新たな課題発見、行政側へ
の提案など、活発な調査活動を
行うことができた。 

新型コロナウイルス
感染症対策の対応など
で開催日時などが負担
とならないよう、次年
度はさらに行政との連
携を強め、より町民の
利益となる活動を進め
ていきたい。

４．特別委員会（議会広報調査） 

・より身近な議会だよりの作成 

・議会の正確な情報発信に努める 

○ 

・議会だより第 160 号・161
号・162 号・163 号の発行 
・オールカラーの写真を増やし
見やすい広報に努めた。 
・広島県町議会広報コンクール
で入選の表彰を受けた。 
・議会アンケート結果を協議
し、身近な議会を目指して、学
校のデジタル教育を特集した4
ページの臨時号を 2 月に発行
した。 

・現在年 4 回発行であ
るが、より身近な議会
だよりを目指して臨時
号(4 ページ)の発行を
検討する。 
・町内各団体などの紹
介により、住民に身近
な記事が必要では。 

５．特別委員会（災害復旧・復興対策調査）

・復旧・復興状況の早期把握に努める 

・新たな防災、災害時の対応を学ぶ ○ 

砂防ダムなどの工事進捗状
況など現地視察を適宜行い、復
旧状況を常に確認した。 
 ハード事業の復旧は９０％
近く完了している。

今後は、復興事業に
重きをおき、防災、減
災対策にも力を入れて
いくよう引き続き注視
していく。 

６． 特別委員会（地方創生推進） 

・坂町まち・ひと・しごと創生総合戦略に

基づく地方創生への課題や進捗状況を

確認する 

△ 

8 月 5 日、「第 2 期坂町まち・
ひと・しごと創生総合戦略の改
訂および坂町の人口推移につ
いて」委員会を開催。 
第 2 期坂町まち・ひと・しごと
創生総合戦略の改訂について
は、空き家の利活用数や連携中
枢都市圏制度における連携事
業数など、令和 6 年度までの目
標数値を、実績を踏まえ、上方
修正することや新たな指数の
追加などの説明を受けた。

坂町の人口推移につ
いては、平成２９年に
は１３,２００人まで
増加した人口が、平成
３０年７月豪雨災害で
被災した地域を中心に
転出者が増加し、人口
が大幅に減少してお
り、今後も「三世代同
居・近居住宅支援事業」
や「空き家利活用事業」
など、人口の増加に向
けた取り組みを、引き
続き、推進していくこ
とを求めた。 



令和４年度議会活動実績 

令和４年 4 ⽉ 1 ⽇〜令和５年 3 ⽉ 31 ⽇ 
会 議 名 開会回数（⽇数）

議会定例会 ４回（１０⽇） 

議会臨時会 ６回 

全員協議会 ２０回 

議会運営委員会 １７回 

総務厚⽣委員会 ５回 

産業⽂教委員会 ５回 

議会広報調査特別委員会 ３１⽇ 

災害復旧・復興対策調査特別委員会 ３回 

地⽅創⽣推進特別委員会 １回 

予算審査特別委員会 １回（２⽇） 

決算審査特別委員会 １回（２⽇） 


